























































































































































































































1 （1）情報を活用するための工夫と情?@器 2 イ　情報伝達の工夫

















































































































































































































































































単元 学習評価基準観点 科目 番号 学習分野単元 ①知識理解 ②思考・判断 ③技能・表現 ④関心・意欲・態度
（1）情報を活用するため ・問題解決の一般的な手順と各段階の役割 ・問題解決の目的に応じて適 ・分類や統合など収集した情報を整理する技能を身 ・コンピュータや清報通信ネット
の工夫と情報機器 を理解する． 切な情報源を選択・判断する． につける． ワーク等を利用した身近な問題






（1）情報を活用するため ・プレゼンテーションツーノレやWebを利活用し・プレゼンテーションツールや ・各メディアの特性を理解し，適切にメディアを選択 ・情報を適切に伝達することに
の工夫と情報機器 て，適切に情報の表現と発信をおこなうため Webの利用を通じて適切な情して情報を表現し，伝達する技能を身に付ける． 関心を持ち，情報を表現するメ







報 （2）情報の収集発信と インターネットなどの特徴と仕組みを，これを ・ネットワークを利用した情報 ・Web，電子メール，インターネットなどを利用して，・収集したい情報を効率よく情
活 情報機器の活用 有効に活用するために必要な機器やその設 の検索・収集により，適切な情 情報を収集・処理・作成・提示等を行う技能を身に 報検索することに興味を持つ．






（3）情報の統合的な処 ・文字，数値，音声，画像等の情報のディジタ ・文字，数値，音声，画像等の ・ワープロ・表計算などの文書に文字，数値，音声， ・情報機器やソフトウェアに興味
理とコンピュータの活用 ル化について理解する． 情報をコンピュータに収集に 画像等を統合し，マルチメディアでの文書表現技術 を持ち，画像音声，動画の情
アコンピュ一将による ・情報機器の基礎的知識を持ち，マルチメ 適切な情報源を選択・判断す を身に付ける． 報を積極的に取り扱う意欲を持




（3）情報の統合的な処 ・文書処理表計算，図形・画像処理，デー ・目的に応じて文書処理，表 ・文書処理，表計算・図形，画像処理，テータベー ・毛・種のソフトウェアの利用に興
理とコンピュータの活用 タベースの基本情報の総合的な処理とその 計算，図形・画像処理データ スなどの基本機能である入力，編集，保存，印刷な 味を持ち，情報をマルチメディ
イ情報の統合的な処 コンピュータ活用を理解する． ベースを適切に使い分ける． どの技能を身につける。 アで表現して発信することに関






単元 学習評価基準観点 科目 番号 学習分野・単元 ①知識・理解 ②思・考・判断 ③技能・表現 ④関心・意欲・態度
（D問題解決とコンビュー ・コンピュータによる情報処理 ・目的に応じて，情報処理に ・対となる処理・仕事をすべて ・・コンピュータの機能に興味
タの活用 の特徴を理解する． コンピュータを用いることの長 コンピュータで行うのではなく，コ を持ち，コンピュータの特徴情 イコンビュータによる情 所，短所を選択・判断・みき ンピュータでの情報処理の特徴 を理解した上で，適切に利用?
唱2 報処理の特微 わけをする． をよく把握し，コンピュータ化す する態度を身につける．B べきか否かを判断する能力を身
につける．
（D情報のディジタル化 ・情報機器の種類と特性の一 ・デジカメなどの情報機器の ・スキャナ，デジカメ，MO／CD・情報機器に興味を持ち，カ
イ構報機器の種類と特 般的な手段と各段階の役割 特性，操作理解の目的に応 一ROMなどの情報機器の基本タログなどを用いた性能の比
性 を理解する じて適切な情報源を選択・判 的な操作の技能を身につける． 較に興味と関心を持つ．
22 ・スキャナ，デジカメ，デジタ 断ずる， ・ディジタルカメラの撮影法，銀
ルビデオの基本的な知識を 塩：カメラとの違い，PCへのデー??
理解する． タ入力法などの技能を習得す
活 （1）情報のディジタル化 ､究発表や制作発表に情 ・情報機器とコンピュータを活 ・プロジェクタやプレゼンテーショ ・コンピュータや情報機器を
用 ウ情報機器を活用した 報機器を活用した表現方法 用した製作発表の罠的に応 ンソフトなどの情報機器，発表 使って情報を統合し，表現す
の 表現方法 の一般的な手段・方法と特徴 じて適切な情報源を選択・判 ツールの技能を身につける． ることに興味を示し，情報を??





（3）情報の収集・発信と ・情報通信ネットワークを活用 ・社会調査や実態調査，情報 ・Webページ，電子メール等を ・コンピュータを使って情報を
個人の責任 した情報の収集・処理・発信 の収集・処理・発信の目的に 利用した基礎データの収集，さら 収集し，処理・分析して，身
イ情報通信ネットワー の一般的な手毅と各段階の 応じて適切な情報源を選択・ に情報の処理，分析，結果の発 近な問題の解決を図ることに







攣元 学習評価基準観点 科目 番号 学習分野・単元 ①知識・理解 ②思考・判断 ③技能・表現 ④関心同歯・態度
（2）清報の収集・発信 ・コード体系の概念を理解する． ・同じ事実でも表現方法によっては ・大量の情報を送信する場合，情報 ・情報を再利用したり，他者と共有し
と情報機器の活用 ・送信側・受信側のコード体系を同一 異なる解釈ができる． の圧縮を行う． たりするために工夫する態度を持
イ情報の発信と共有に にする必要性を理解する． ・情報の適切な表現方法を判断す ・情報の加工や再利用が出来る． つ．





（4）情報機器の発達と ・コンピュータの発達の歴史と仕組み ・アナログあるいはディジタルで適 ・情報機器の仕組みを知り，利用す ・情報機器の発達の過程に関心をA 生活の変化 について知る． 切に情報を処理し，表現する． ることができる． 持つ．
ア情報機器の発達とそ ・通信の発達の歴史について知る． ・ディジタル化された情報の磐戸 ・文字・数値・音声・画像・映像を処




（1）問題解決と灘ン ・問題解決の手順を知る． ・与えられた状況の中から問題を発 ・問題解決の手段としてコンビュー ・情報機器の仕組みや取り扱いにの ビュータの活用 ・問題解決の一般的な方略を知る． 見する． タやネットワークを利用する． 興味を持つ．科
1噛 ア問題解決における手 ・問題解決の手順を記述する， ・問題を図や表で表現する，学 順とコンピュータの活用 ・問題解決の方法を比較する．?
・問題解決の結果を評価する．?
理 （2）コンピュータの仕 ・文字・数値・画像・音のディジタル化 ・種々の現象からトレードオフの関 ・文字・数値・画像・音をディジタル ・情報のディジタル化に興味を持? 組みと働き と表現方法について理解する． 係を見つけ出し，検討し，判断す 化する． つ．
翌3 アコンピュータにおける ・ディジタル化の長所と短所について る．（コンピュータの速度と精度の関
情報の衷し方 理解する， 係など）?
（2）コンピュータの仕 ・入力，出力，記憺，演　，制’　能 ・コンピュータでの目報処理（入力， ・　　・なアルゴリズムをll用　る コンピュータの仕組みや青報処理?
組みと働き について理解する． 出力，記憶，演算，制御等）につい ことができる． の仕組みに関心を持つ．B イコンビュータにおける ・コンピュータ内部の動作について理 て，個々の機能の必要性について ・探索や並べ替えを利用することが
韓 情報の処理 解する． 考える． できる，・アルゴリズムの基本構造（順次・選
択繰返し）について理解する．
・探索と並び替えについて理解する．
（2）コンピュータの仕 ・情報の表現や処理手順についての ・問題の表し方や処理手順を工夫 ・情報の表現や処理手順の工夫に ・コンビュー汐を用いて問題解決を
組みと働き 一般的な方法を知る． する． よる冒的達成の度合いを相互評価 積極的に行おうとする，




単元 学習評価墓準観点 科目 番号 学習分野・単元 ①知識・理解 ②思考・判断 ③技能・表現 ④関心・意欲・態度
（3）問題のモデル化 ・モデル化およびシミュレー ・コンピュータを用いたモデ ・具体的な事例を取り上げ， ・モデル化やシミュレーショ
とコンピュータを活 ションの概念を理解する． ル化やシミュレーションを行 コンピュータを用いてシミュ ンに興味をもち，身近な問題
上した解決 ・時間的な変化および確率的 うか否かを判断する． レーションする技能を習得す 解決に利用しようとする．




B （3）問題のモデル化 ・データベースの概念を理解 ・データベースを構築する際 ・表計算，電子辞書，イン ・課題を解決するために
とコンピュータを活 する， のトレードオフの問題を考え ターネット検索などのデータ データベースを構築して利
唱7 用した解決 ・データベース設計上の観点 る． ベース検索を利用する． 用しょうとする．
イ情報の蓄積・管理 を理解する． ・データベースを利用するた ・具体的な事例のための
とデータベースの活用 めのインタフェースを工夫す データベースの作成
情 （1）情報のデイジタ ・文宇，数値，画像，音声，動 ・利用目的によって，適切な ・種々の情報を実際にコン ・情報のディジタル化に興味
報 ル化 画などの情報のディジタル化 ディジタル化やデータ圧縮 ビュータや情報機器を用い を示す．
の 2唱 ア情報のディジタル の仕組みを理解する． の方法などを選択する． てディジタル化する．
科 化の仕組み ・2進数表現標本化，データ??
圧縮について知る．
? （2）情報通信ネット ・ネットワークの仕組み（WWW・インターネットの利便性とセ ・インターネットを安全に利 ・インターネットの仕組みに
理 ワークとコミュニ やメール等）について理解す キュリティ確保の関係につい 用する技能を身に付ける。 興味を持ち，セキュリティを





（2）情報通信ネット ・情報伝達の速度や容量を表 ・情報通信を速く，安全に， ・情報量と通信速度や，画像 ・効率的な情報通信に方法
ワークとコミュニ す単位について理解する。 正確に送るための方法につ の画質と情報量の関係を実 に関心を持つ．






単元 学習評価基準観点 科目 番号 学習分野・単元 ①知識・理解 ②思考・判断 ③技能・表現 ④関心・意欲・態度
（2）情報の収集・発 ・情報の収集・発信における問題．、 ・・るべき規則の背景について ・著作　や肖像権等に配慮して ・著作権等の知的財産権を守る
信と情報機器の活用 （情報の信頼性・信懸性の問題，プラ も，考えられる． 情報を収集したり，発信したりす 意識を持つ．
ウ情報の収集・発信 イバシーの侵害，情報発信における ・情報の信びょう性や信頼性にっ ることができる． ・情報を受け取る相手の立場を考
5 における問題点 個人の責任など）について理解する． いて考慮し，判断することができ 丸して情報を発信する態度を身
・問題点の解決や回避の方法につい る． に付けている．
、て，認識できる．








（4）情報機器の発達 ・情報社会へ参加する上で，情報技 ・個人が情報社会に参加する上 ・情報技術の利用についての技 ・情報社会へ参加する態度を身
情 と生活の変化 術の活用能力の向上の重要性を理 で必要なことを考える． 能を持つ． にっける．
報 紛 ウ情報社会への参 解する．
社 加と情報技術の活用
ム? （4）情報社会を支え ・身近な家電製品や日常生活を支え ・インフラをささえる情報技術の長 ・基本的な情報通信や，計測・制 。各種の情報機器は，興味や関
参 る情報技術 るインフラの維持・管理に情報通信技 所だけでなく，問題点を知った上 御装置の動かすことができる． 心を持つ．
画 ア情報通信と計測・ 術や計測・制御技術が不可欠である で総合的に情報技術を判断す??
18制御の技術 ことを理解する．・情報通信，計測・制御の基礎技術 る．
態 について理解する．その際技術の? 長所だけでなく，問題点についても
（4）情報士会を支え ・誤動作の回避対策，故障，不正侵 ・情報通言・ットワークなどの情 ・情報通信ネットワークなどの情 ・情報技術のセキュリティーやイン
情 る情報技術 入などのセキュリティ対策などの安全 報技術を利用するにあたって，適 報技術を利用するにあたって，適 ターフエースについて興味を持? イ情報技術におけ 性の技術対策とともに，人間側の必 切に判断して安全対策を施すご 切に判断して安全対策を施すご つ．




（4）情報社会を支え ・情報技術の進展がもたらした影響に ・情報システムの設計において ・情報および情報技術について ・情報技術と社会との在り方につ
る情報技術 ついて理解する．その際，利便性とと は，トレードオフの存在を前提とし 基礎的知識を持つ． いて多様な観点から考察する態





単元 学習評価基準観点 科目 番号 学習分野・単元 ①知識理解 ②思考・判断 ③技能・表現 ④関心・意欲・態度
（2）情報通信ネット ・情報交換を行う場合のモラ ・電子メールの交換などにお ・電子メールや電子会議など ・情報通信ネットワークを用い
ワークとコミュニケー ルやマナーについて理解す いて，使い方を間違ったとき の情報通信ネットワークのソフ てのコミュニケーションに興味
ション る． に，どのようなことが発生する トウエアを活用できる． を持ち，積極的に実習に取り
26ウコミュニケーション のか判断できる． ・コミュニケーションの目的や 組む。
における情報通信 状況に応じた効果的な活用
ネットワークの活用 ができる．
（3）情報の収集・発信 ・情報公開の有効利用に関し ・情報収集・・発信の際の注意 ・個人情報や著作権を保護し ・自治体の情報公開に関心を
と個人の責任 て，公開されている情報の実 点や情報に関する重要性や つつ，情報を表現・発信する 持つ．
情 ア情報の公開・保護 態や利用する際の注意点を 個人の責任ついて，考えられ 技能を身につける． ・情報通信ネットワークを用いと個人の責任 理解する． る． てのコミュニケーションに興味?
27 ・情報の保護に関して，プライ ・社会で話題となっている問 を持つ．?
バシーや著作権の保護に関 題事例について，具体的な対 ・個人情報の漏洩や，知的財
笈 して理解する． 処法などを考えられる． 産権の侵害に対して関心をも




C画 （4）情報化の進展と社 ・社会で利用されている代表 ・社会で利用されている情報 ・日常的に使われている情報 ・日常的に用いられている情す 会への影響 的な情報システムについて， システムについて，目的に合 システムについて適切に利用 報システムについて関心を持?







④情報化の進展と社 ・情報化の進展がもたらした ・情報化の「影」の部分いつい ・情報の収集や調べた結果の ・情報化の影の部分を克服し
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＜摸擬問題8＞
　人間はいくつかの正しい例，誤った例を見ることにより，その中に含まれる共通の規則
を見つけることができる。例えば，「神奈川，横浜」「京都，京都」「兵庫，神戸」「滋賀，
大潮という例が示されると，「各都道府県の県庁所在地」という仮説をたてるであろう。
しかし，これに加えて「東京，調布」という例が示されると，この仮説は成り立たなくな
り，他の規則を探すことになる．そこで，次のような54枚のカードを準備し，規則を見つ
けるための実験を行うことにする．
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問1　54枚のカードは4っの観点で整理することができる．この4つの観点の組合せとし
て正しいものを選べ．
　　　　　①図形の色図形の大きさ，枠の形，図形の個数
　　　　　②図形の色図形の形，枠の形，図形の個数
　　　　　③　図形の形，図形の向き，図形の個数，枠の形
　　　　　④図形の色，枠の形，枠の太さ，図形の個数
問2　次の6枚のカードを正しい例，誤った例として提示した．このとき，発見される規
則として正しいもの選べ．
　　正（○○）　誤（禽盒）　正（△）　誤1盒1　正（㊧㊧）　誤（翻翻麟）
　　　　①　2個の三角か丸括弧　　②　2個の円か丸括弧　　③　黒の図形かカギ括弧
　　　　④　白の図形か三角　　　　⑤　黒の図形か丸括弧
（問3）まず，（step　1）の8枚のカードを正しい例，誤った例どして提示し，その後（step
2）の2枚のカードを正しい例として提示した．このときの発見される規則の変化に関し
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て正しく述べたものを次の中から選べ．
?????
（step1）　正（△）　正（㊧働）　誤〈㊧㊧㊧〉正【圏副
　　　　誤（□）　正【㊧1　正〈△△〉誤（□□□）
（step2）　正（A　A）　正【O1
2枚のカードを提示されることにより，図形の形が特定できなくなった．
2枚のカ・一一一・ドを提示されることにより，括弧の形が特定できるようになった．
2枚のカードを提示されても，発見される規則に変化はない．
2枚のカードを提示されることにより，図形の色が特定できるようになった．
2枚のカードを提示されることにより，図形の色と括弧の形が特定できなく
　なった．
（問4）次の5枚のカードを正しい例か，誤った例かを示さずに提示した．これに続いて
カードを提示し，「白，円，丸括弧」という規則を発見させるためには，最低何枚のカード
を提示する必要があるか。
　ただし，カードを提示するときには，それが正しい例か，誤った例かを述べるものとす
る。
　　　　（　k　）　（O　O）　〈OOO＞　K　D　X　〈A　A＞
①　1枚　　②　3枚　　③　4枚　　④6枚　　⑤　7枚
（問5＞「正しい例だけを提示するよりも，誤った例を提示するほうが効率よく規則を発見
することができる」という仮説を検証するために次のような実験を計画した．ここで，カ
ードとカv・一一一・ドの距離を「観点の値が異なっていれば1」とする．すなわち，カードとカー
ドの距離は最大4でとなる．たとえば，
　　（○　）と（○　○）の距離は1，（△　〉と陣　副との距離は4である．
　　（手順1）正しい例ばかりを提示する
　　（手順2）誤った例（全ての距離が2以下）を混ぜて提示する
　　（手順3＞誤った例（全ての距離が3以上）を混ぜて提示する
　　（手順4）誤った例ばかりを提示する
（5－1）（手順2）のために提示するカードを5枚選べ．
（5－2）（手順3）のために提示するカードを5枚選べ．
（5－3）（手順1）で「2個，カギ括弧」
枚のカードを提示した。
という規則を発見するために，次のような10
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　　　　　　　（O　O）　（O　O）　（ee　ee）　（ee　ee）　〈　A　＞
　　　　　　〈　□　〉　〈○　○〉　〈㊧　働〉　〈盒　盒〉　〈翻　翻〉
これを（手順2）で実現するためには5枚のカードで十分である．この5枚のカード
を選べe
（5－4＞（5－3）と同様のことは（手順3）では4枚で十分である．この4枚のカードを
選べ．
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